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Flavan oligomers are widely distributed in the plant kingdom and show a wide variety of 

biological activities. To expand the chemical space of flavonoid compounds, we have 
investigated an efficient oligomerization method of flavan monomers. In this study, we 
examined the oligomerization reaction using a flow synthetic methodology, which 
unexpectedly gave a self-dimerized product of a monomeric flavan unit that had not been 
obtained previously under batch conditions. 
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フラバンオリゴマーは植物中に多く含まれ、抗菌活性や増殖阻害活性、抗発癌作用

など、多様な生理活性を有している。このようなオリゴマーの合成においてはモノマ
ー同士の過剰反応を抑えるために、通常求電子成分に対して大過剰の求核成分を用い
る必要がある。また、伸長反応には段階的な工程を要する。 
 今回我々は、フラバンのオリゴマー化反応の合成効率の向上を目指し、固体酸触媒、
及びフローマイクロリアクターを用いた連続的なフロー合成を試みた(検討 1)。 
さらに、求核成分を加えずに求電子成分1のみを用いて自己縮合反応を行ったとこ

ろ、興味深いことに、通常制御が困難な自己二量化反応が円滑に進行し、活性化基

を有する二量体2を収率よく得ることができた(検討2)。さらに、2を再び同様のフロ

ー条件に付すと、対応する四量体3を得ることができた。本発表ではこれらの検討に

ついて、その詳細を報告する。 
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